
水稲

戸数
（延戸）

面積
（ａ）

収量
(kg)

共済金額
(円)

戸数
（延戸)

面積
（ａ）

共済減収量
(kg)

支払共済金
（円)

保険金
（円）

戸数
（％）

面積
（％）

収量
（％）

金額
（％）

中央 715 20,159.9 849,244 194,476,876 16 188.6 1,780 407,620 2.2 0.9 0.2 0.2

南アルプス 3,532 83,047.9 3,407,668 769,498,427 46 773.4 7,658 1,753,682 1.3 0.9 0.2 0.2

北部 4,651 210,799.3 9,113,865 2,085,370,332 74 2,020.9 23,134 5,297,686 1.6 1.0 0.3 0.3

富士 1,612 30,990.9 1,285,840 291,099,606 44 504.9 7,277 1,666,433 2.7 1.6 0.6 0.6

(実10,480) (実180)
10,510 180

(実10,873) (実167)

10,899 168

前年対比 96.4 98.7 98.8 98.8 107.1 124.0 116.6 118.0

麦

戸数
（延戸）

面積
（ａ）

収量
(kg)

共済金額
(円)

戸数
（延戸)

面積
（ａ）

共済減収量
(kg)

支払共済金
（円)

保険金
（円）

戸数
（％）

面積
（％）

収量
（％）

金額
（％）

南アルプス 1 52.4 1,053 120,042 0 0.0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

北部 21 4,292.3 97,384 4,930,341 3 956.5 4,297 186,271 14.3 22.3 4.4 3.8

(実19) (実 3)
22 3

(実23) (実 1)
27 1

前年対比 81.5 90.3 97.0 81.8 300.0 1,152.4 2,249.7 733.3

0.4

0.2

◆水稲
　高齢化に伴う規模縮小などの減少はあったが、新規加入によりほぼ前年並みの引受となった。被害については、７月の降雨等により常発地を中心に穂いもち病が発生し、９月の降雨
により倒伏等が発生した。また、山間地を中心にイノシシやシカによる食害・踏み倒しの被害が、一部地域ではトビイロウンカによる坪枯れやカメムシによる吸汁被害が発生した。
（通常災害）
◆麦
　収入保険への移行や規模縮小に伴い、引受は減少している。被害については、７月の降雨により黒カビが発生した。また、山間地において、シカによる茎葉の食害が発生した。
　（通常災害）

平成31年産 19183.06,177,357101,5164,812.9

4,297956.5

0.21.73.7025,403

3.74.422.013.60186,271

平成31年産 0.20.81.507,732,833

合計 0.31.0 0.30 1.79,125,42139,8493,487.8

被　　　　　害

3,340,445,24114,656,617

引　　　　　受

344,998.0

34,1832,812.73,382,093,71014,832,097349,581.4

5,050,38398,4374,344.7合　計

令和２年産 農作物共済実績表

引　　　　　受 被          害 被　　害　　率

被　　害　　率


